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10^15eV までの銀河宇宙線のエネルギースペクトルを説明するため超新星残骸における粒子加速が議論されて

いるが、獲得できる最高エネルギーが 1桁程足りず更なる工夫が必要であると考えられている。そうした工夫の 1

つとして、衝撃波上流の磁場が被加速粒子自身によって増幅され、結果として最高エネルギーを高めうる、という

アイデア(Lucek and Bell, 2000)がある。彼らは衝撃波で加速された宇宙線陽子が上流で起こすアルフェン波励起

機構(イオンビームサイクロトロン不安定性)をとりあげその非線形発展に注目して磁場増幅(波動振幅＞＞平均磁

場強度)の可能性を論じた。しかしながら彼らの議論には多くの仮定や単純化が含まれているため、これらを一つ

ずつ再検討することが必要である。 

 

なお、このテーマは、現在宇宙線分野でホットな話題となっているものだが、考えられている波の励起機構は

もともと太陽圏内の衝撃波加速の現場において実証されたものであり、学際的研究課題の好例の一つだと考えてい

る。 


